本体のセットアップを終了したら、システムのセットアップをします。システムのセットアップはご購入 
後、初めてセツトアップする場合と再セツトアップする場合に分けて説明しています。 


初めてのセツトアップ (—44 ぺ 


管理 PC のセツトアップ (—85 ぺ 


再セツトアップ (—86 ページ) 


ジ） . システムを使用できるまでのセットアップ手順に 

ついて説明しています。ここでは必要最低限の 
セットアップ のみを 説明しています。お客様のお 
使いになられる環境に合わせた詳細なセットアッ 
プについては4章で説明しています。 

-ジ） . ネットワーク上のコンピュータか6システムの管 

理 • 監視をするバンドルアプリケーションのイン 
ストール方法について説明しています。 

. システムを再セツトアップする方法について説明 

しています。 
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初めてのセットアップ 


ご購入後、初めてシステムをセットアップする時の手順について順を追って説明します。 


初期導入設定用ディスクの作成 


「初期導入設定用ディスク」は本装置をインターネットサーバとして導入するために最低限必 
要となる設定情報が保存されたセットアップ用のフロッピーディスクです。 

「初期導入設定用ディスク」は、添付の初期導入設定用ディスクにある「初期導入設定ツール」 
を使って作成します。初期導入設定ツールは、 Windows マシン (XP/ 2000以降を推奨)が動 
作するコンピュータで動作します。 


初期導入設定プログラムの実行と操作の流れ 

Windows マシンを起動して、次の手順に従って初期導入設定用ディスクを作成します。 

1. Windows マシンのフロッピーディスクドライプに添付の初期導入設定用ディスクをセットする。 

2 . フロッピーディスクドライプ内の「初期導入設定ツール ( StartupConf . exe )」 をエクスプローラな 
どから実行する。 

[ InterSecLB 初期導入設定ツール]が起動します。プログラムは、ウィザード形式となっており、 
各ページで設定に必要事項を入力して進んでいきます。 

必須情報が入力されていない場合や入力情報に誤りがある場合は、次へ進むときに警告メッセー 
ジが表示されます。項目を正しく入力し直してください。入力事項については、この後の説明を 
参照してください。 

すべての項目の入力が完了すると、フロッピーディスクに設定情報を書き込んで終了します。 

3 . 初期導入設定用ディスクをフロッピーディスクドライプから取り出し、「システムのセットアッ 
プ」に進む。 

初期導入設定用ディスクは再セツトアップの際にも使用します。大切に保管してください。 
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各入力項目の設定 

[InterSec LB 初期導入設定ツール]で入力する項目について説明します。 


パスワード設定画面 

システムのセットアップ完了後、管理コン 
ピュータから Web ブラウザを介して、シス 
テムに□グインする際のパスワードを設定 
します。この画面にある項目はすべて入力 
しないといけません。 

パスワードは推測されにくく覚えやすいも 
のを用意してください。 

^ パスワードは画面に表示されませ 
I チェック| ん。タイプミスをしないよう注意し 
てください。 

設定済みパスワード 

初めて設定する場合は、同梱の別紙「管理者用パスワード」に記載されたパスワードを入 
力してください。 

パスワード 

設定するパスワードを入力してください。ここで入力したパスワードは、管理者 (admin) 
で□グインする場合に必要となります。パスワードを忘れたり、不正に利用されたりし 
ないように、パスワードの管理は厳重に行ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、既存パスワードと同一のパスワードを新パ 
スワードとして設定してください。 

パスワード再入力 

パスワードの確認用です。パスワードと同一のものを入力してください。 



システムのセットアップ 
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ネットワーク設定画面〜 LAN ポート1(データ用ネットワーク)用〜 

LAN ポート1(データ用ネットワーク）の 
ネットワーク設定をします。[セカンダリ 
ネームサーバ]以外は必ず入力してくださ 
い。 

ホスト名 ( FQDN ) 

ホスト名を入力してください。入力の 
際には、 FQDN の形式（マシン名.ドメ 
イン名)の形式で入力してください。 

-ラベル （. で区切られた部分）の先 
頭、末尾が a - z ，0-9 であること 

-ラベルの途中の文字が a - z ， 0-9,ハイフン ㈠ で構成されていること 

-ホスト名とドメイン名とをわけるドット （.） が最低ひとつは存在すること 

-ラベルすべてが数字ではないこと 

LAN ポート1の IP アドレス 

LAN ポート1(データ用ネットワーク）に割り振る IP アドレスを指定してください。 

LAN ポート1のサブネットマスク 

LAN ポート1(データ用ネットワーク）に割り振るサブネットマスクを指定してください。 

デフオルト ゲー トウェイ 

デフオルトゲートウェイの IP アドレスを指定します。デフオルトゲートウェイが存在し 
ない場合は、 LAN ポート1と同じ IP アドレスを入力してください。 

プライマリネームサーバ 

プライマリネームサーバの IP アドレスを指定します。プライマリネームサーバが存在し 
ない場合は、 LAN ポート1と同じ IP アドレスを入力してください。 

セカンダリネームサーバ 

セカンタ'リネームサーバが存在する場合は、その IP アドレスを指定してください。 
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ネットワーク設定画面〜 LAN ポート2(クラスタ用ネットワーク）用/ 


LAN ポート2(クラスタ用ネットワーク）の 
ネットワーク設定をします。 

1-〇 拳設定は任意ですが、フェイル 
_ オーバー型クラスタ構成（二重 

化）にする場合は設定が必要で 
す。 

• LAN ポート1のネットワークア 
ドレスとは別のアドレスを入力 
してください。 


ファイル®ヘルブ ( ii ) 




:：だし LAN ボート2を用 L 〗 て本装匿を二童化する埸合は設定を行ってください。 


LAN ボート2の IP アドレス |192 . |168 . {20 . |27 

LAN ポート2のサブネットマスク|255 . |255 . 「255 . (〇 


項目を入力した6「次へ ㈣ > J を押してください 


<戻る(旦）」 欠へ¢1)、 1 キャンせル I 


LAN ポート2の IP アドレス 

LAN ポート2(クラスタ用ネットワーク）に割り振る IP アドレスを指定してください。 

LAN ポート2のサブネットマスク 

LAN ポート2(クラスタ用ネットワーク）に割り振るサブネットマスクを指定してくださ 
い。 


ネットワーク設定画面〜オプション NIC 用〜 


オプション NIC のネットワーク設定をしま 
す。 

1-0 • 設定は任意です0 


オプション NIC を増設していな 
い場合は設定不要です。 


ファイル®ヘルブ ( ii ) 


B-l lx| 


きの設定15 
拜プシ a ン1 


溫麟行います。 

， NIC 亦存在しな L 1塌合に15設定13不要です。 


ォプシ a ン N 1。の IP アドレス ト2 . | T 68 ■ |200 • .『27 

オプション NIC サプネットマスク「255 • |255 " . (255 ~ . |〇~ 


項目を入力した6「;欠へ ( N ) > J を押してください 


<戻礎 jn 1キャンセル」 


オプション NIC の IP アドレス 

オプション NIC に割り振る IP アドレスを指定してください。 

オプション NIC のサブネットマスク 

オプション NIC に割り振るサブネットマスクを指定してください。 


システムのセットアップ 
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システム構成設定画面 


本装置では、耐障害性に優れたクラスタ環 
境を構築することができます。ご利用形態 
に合わせて設定してください。 

本装置2台でフエイルオーバー型クラスタ 
構成（二重化）にする場合は一方を[コー 
ディネータ]、もう一方を[バックアップ 
コーディネータ]として選択してくださ 
い。 

1台で構成する場合は、[コーディネータ] 
を選択してください。 



冗長構成設定画面 

本装置をフェイルオーバー型クラスタ構成 
(二重化)にする場合、本装置の死活監視を 
冗長構成にすることができます。 


本装置を二重化しない、または、二重化す 
るが死活監視を冗長構成にしない場合は、 
[二重化しない、または二重化するが冗長 
構成を使用しない。 ] を選択してくださ 
い。 


2枚目の LAN を使用する場合は [2 枚目の 
LAN を使用する。]、 RS -232 C を使用する 
場合は [ RS -232 C を使用する。]、両方使用する場合は [2 枚目の LAN と RS -232 C の両方を使 
用する。 ] を選択してください。 

「システム構成設定」と「冗長構成設定」は 、 Management Console の「システム」アイコン— 
「 LB 基本設定」で変更できます。 
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3. 本体前面の POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが点灯します。 

しばらくすると、初期導入設定用ディス 
クから設定情報を読み取り、自動的に 
セットアップを進めます。2〜3分ほどで 
セツトアップが完了します。 


3.5 インチフ□ッビ¬ 
ディ スクドライブ 


1. 本体の LAN ポートにネットワークケープルが接続されていることを確認する。 



( LAN 上のネットワーク） 


ネツトワーク 


2 . 前述の「初期導入設定用ディスクの作成」 
で作成した初期導入設定用ディスクを 3.5 
インチフロッピーディスクドライプに 
セツトする。 



POWER スイッチ 

以上でシステムのセツトアップは完了しました。 


M-0 セットアップの完了が確認できたらセットした初期導入設定用ディスクをフロッピーディス 
クドライブから取り出して大切に保管してください。再セットアップの時に再利用すること 
ができます。 


システムのセツトアツ 



初期導入設定ツールで作成した「初期導入設定用ディスク」を使用して、短時間で初期状態へ 
のセツトアップができます。 


セットアップの手順 

以下の手順でセツトアップをします。 


喔 L 

rpn 


正しくセットアップできないときは、次べージ、および7章を参照してくださし、。 


4800 




システムのセットアップ 
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セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、ビープ音を鳴らすことでお客様に異常を知らせ 
ます（自動的に電源が OFF ( POWER ランプ消灯)になります)。正常にセットアップが完了し 
なかった場合は、初期導入設定用ディスクに書き出される□グファイル 「 logging . txt 」 の内容 
をコンピュータの「メモ帳」などのツールを使って確認し、再度初期導入設定ツールを使用し 
て初期導入設定用ディスクを作成し直してください。 

< 主なログの出力例 > 

■ 「 Info: completed .」 

—正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

■ 「 Info: quitting with no change .」 

- 初期導入設定ツールを使って再度作成せずに、一度セットアップに使用した初期導 
入設定用ディスクを再使用した場合に表示されます(設定は反映されません)。 

■ rCannot get authentication: root 」 

- 初期導入設定用ディスク中のパスワードの指定に誤りがある場合に表示されます。 

■ 「 Error: invalid file: /mnt/floppy/linux.aut 」 

—初期導入設定用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
<作成されなかった場合に表示されます。 

■ 「 Error ： cannot open: /mnt/floppy/linux.aut 」 

一 初期導入設定用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
<作成されなかった場合に表示されます。 

セツトアップや運用時のトラブルについての対処を7章で詳しく説明しています。 
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負荷分散環境の構築 


Management Console より [ LoadBalancer ] アイコンを選択すると以下の画面を表示しま 
す。各メニューには [ヘルプ] がありますので、設定項目などの詳細はそちらを参照してくだ 
さい。 



NEC Copyright (C) NEC Corporation 2000- 2005 Express5800/LB300d (N 8100 -1145) 

給ペ-ジが表示されました 「「「「(1> J ィントラネット —A 

• 上部メニュー 

-システム情報 

LoadBalancer の設定や状態表示を行います。上図は LoadBalancer を二重化したと 
きの構成例です（システム情報の詳細については、62ページの「コーディネータ設定 
項目の説明」を参照してください）。 

また、死活監視メディアには、以下の状態があります。 

設定済み： [ Active ] 通常状態(グリーンで表示） 

[ Down ] ダウン状態（ピンクで表示） 

未使用： _ 未使用状態(グレーで表示） 

-グループ追加 

分散グループの追力□を行います。 

-バックアップ 

設定されている情報のバックアップやロード、クリアを行います。 

-モニタ情報 

LoadBalancer の分散状態や統計情報を表示します。 

-監視/通報 

LoadBalancer の監視/通報機能の設定を行います。 

—ヘルプ 

本装置の概要や環境構築方法についてのオンラインマニュアルです。 

• 左側表示欄 

設定されている分散グループを表示します。 

• 中央表示欄 


システムのセットアップ 


上部メニューの選択に応じた表示領域です。 
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負荷分散環境の構築手順 

1分散ノードの設定を行います。（「分散ノード側の設定」を参照してください。） 

[ LB の分散ノード運用方法] 

LB の分散ノー ドには2つの運用方法があります。 

(1) 分散ノードにエージェントモジュールをインストールし、 CPU 負荷分散をはじめき 
め細かな運用を行ラ方法 

( 2 ) 分散ノードにエージェントモジュールをインストールせずに、分散ノード側には最 
低限の設定のみ行ラ方法 

「(1)」の運用方法では、 CPU 負荷の分散機能、分散ノードの自動認識、コンテンツデリバ 
リ機能が利用可能です。一方、分散ノード側にエージェントモジュールをインストール 
したくない場合は「(2)」の運用方法になります。 

分散ノード側へのエージェントモジュールのインス I -ール、およびエージェントモ 
ジュールをインストールしない設定のみの具体的な方法は「分散ノード側の設定」を参照 
してください。 

2 負荷分散を行ラグループの追加設定を行います(「グループ登録」を参照してください)。 

3 設定した負荷分散グループに所属させる分散ノー ドの追加設定を行います（「分散ノード 
の登録」を参照してください）。 

(構築例） 

Management Console に接続し、 [ LoadBalancer ] アイコンをクリックし、左のツリー 
からグループを 選択す ると 以下のよ ラな 画面が表示されます 。 web サーバ 固定化の i - 
mode HTMU こよる設定で、そのグループには分散ノードが2台ある構成例です。 

設定後の情報は以下のよラになります。 
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基本となる負荷分散方式 

• ラウンド□ビン ( rr ) 

分散ノー ドはすべて対等として扱われ、クライアントからの要求を分散ノー ドに順番に 
割り当てます。 

• 最小コネクション ( lc ) 

接続された要求数 ( TCP コネクション数)の最も少ない分散ノードに、クライアントから 
の要求を割り当てます。 

• 重み付けラウンド□ビン ( wrr ) 、重み付け最小コネクション ( wlc ) 

「重み付けラウンド□ビン ( w 「「)」 と「重み付け最小コネクション ( wlc )」 の各分散方式では、 
分散ノードの CPU 負荷に応じた動的重み付けを選択できます。このとき、分散方式には 
wit は wire 、 wlc は wlcc と表涵されます。 

vi-O • 一つの 分散グループでいずれ か一つの 分散方式を選択します。 

• 異なるグループでは異なる分散方式の選択が可能です。 

• 「重み付けラウンドロビン (wrr)」 と「重み付け最小コネクシヨン (wlc)」 の各分散方式にお 
いて分散ノードの CPU 負荷に応じて動的に重み付けを変更する機能が選択できます。 


CPU 負荷による動的重み付け 

本装置は、分散ノードの CPU 負荷により動的に重み付けを自動更新する機能をサポートして 
います。これを利用することで、 CPU 負荷の低い分散ノードに優先的に振り分けることが 
できます。 

CPU 負荷による動的重み付け機能を使用する場合は、分散ノー ドエージェントモジュールの 
組み込みが必要です。モジュールを組み込まなかった場合は、分散ノードステータスが 
「 Disable 」 となり、重み付け n 」 の状態で分散されます。 


分散ノー ド固定化機能の利用 

要求元クライアントの IP アドレスによる固定化が行えます。要求元クライアントの IP アド 
レスによる固定化には、さらに2つの設定方法があります。 

• クライアント個別 

要求元クライアント （ IP アドレス）単位に、分散ノードの固定化を行います。分散ノード 
の決定は負荷分散方式に従います。 

• クライアント IP 

各分散ノー ドで受け付けるクライアントの IP アドレスを指定(個別と範囲指定があります) 
することにより、分散ノードの固定化を行います。 


システムのセットアップ 
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この機能を利用することにより、 SSL や Cookie などクライアントからの接続の維持が必要な 
場合に活用することができます。 

クライアントとのコネクションが切断された後も、指定した維持時間内にアクセスが発生す 
ると、同じサーバに振り分けられます。デフォルトのセッション維持時間は5分です。 

SSL を利用する場合の設定は負荷分散グループの設定時に SSL ポートの指定およびサーバ固 
定時間を設定することで機能します。 

Cookie を利用する場合の設定は、 http の負荷分散グループの設定時にサーバ固定時間を設定 
することで機能します。 

なお、 SSL の設定を行った場合は Cookie での設定は必要ありません。 

ftp の場合も同様に、 ftp の負荷分散グループの設定時にサーバ固定時間を設定することで機 
能します。 


Web サーバ固定化機能の利用 

本装置では Web サーバを分散ノー ドとする場合に、3つのタイプの固定化が行えます。 

• URL 

分散ノード ( web サーバ）において、受け付ける URL のパターンを設定することによリ分 
散先を固定化することができます。 URL パターンの指定には、 URL 、 ディレクトリ、拡 
張子の3つがあります。 

• i-mode HTML 

i モード端末からリクエストを最初のリクエストで分散したノードに固定化する機能で 
す。 

• クライアントタイプ 

要求元のクライアントが i モード端末かそれ以外(一般の PC など)かにより分散先を固定化 
する機能です。 


分散 ノー ドの待機系機能の利用 

本装置では、分散ノードを待機系として設定することができます。通常運用系として利用す 
るノー ドと違い、通常は分散対象にはならない待機ノー ドです。 

待機系の分散ノー ドは、設定時に運用系のノー ド数を設定し運用系のノードがその設定した 
数になると分散対象に加えられます。また、運用系ノードの数が設定した数より多くなる 
と、待機系に戻ります。 
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グループ 簡易設定 

以下は、グループ簡易設定の画面です。 



グループ簡易設定項目の説明をします。 

• グループ名 

負荷分散を行ラグループとしてユニークな名称を設定してください。文字は、アルファ 
ベット ( A 〜 Z 、 a 〜 z )、 数字(〇〜9)、記号しと-)を使用し、63文字以内で記述します。 

• 仮想 IP アドレス 

負荷分散を行うグループに割り当てる仮想的な IP アドレスを設定してください。クライ 
アントからのアクセスはこの仮想 IP で行われます。 

• 分散タイプ 

負荷分散を行うタイプを設定してください。以下の Web ， SSL , Web + SSL ， All からひと 
つを選びます。 

Web : HTTP ( TCP :80) ポートを負荷分散します。 

SSL : SSL ( TCP :443) ポートを負荷分散します。 

Web + SSL : HTTP ( TCP :80) ポートと HTTPS ( TCP :443) ポートを負荷分散します。 
All : TCP プロトコルの全ポートを負荷分散します。 

上記以外は規定値として、分散方式「ラウンド□ビン」、固定化方式「クライアント個別」が設 
定されます。簡易設定を行った後は分散方式と固定化時間の設定変更ができます。 

I n-O グループ簡易設定では、分散ノード自動認識が有効になります。分散ノードエージェントモ 
ジュールを組み込んだ分散ノー ドを自動的に本グループに登録します。 


グループ 登録 

Management Console に接続し、 [ LoadBalancer ] アイコンをクリックし、[グループ追カロ] 
をクリックして分散グループを登録します。グループには2つの設定方法があります。 

• グループ簡易設定 

グループ名、仮想 IP アドレス、分散タイプの最低限の指定で分散グループが設定できます。 

• グループ詳細設定 

グループ簡易設定の設定項目以外に、ノード自動認識、プロトコル、ポート番号、固定 
化などの詳細な設定ができます。 
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グループ 詳細設定 

以下は、グループ詳細設定の画面です。 


使用する p 使用しない 
r tcp ヘルスチェック使用ボート番号 1 3 〇 


—メ Single Range ( 


~ Multi |8 〇 


I* 5 ■ラウンドロビン <rr> 
r 最小コネクシ a ン flc> 
r 重み付けラウンド□ピン &wr> 

F 重み付け 最小コネクション (wlc) 

CPU 負荷による重み付け：广使用する P 使用しない 


使用 

广する P しない|〖| :け 

秒 

分散ノード固定化 

方式 

^ クライアント個別 


クライアント IP アドレス 


使用 

r する F しない卜〇ぃ則 

秒 


ド URL 


Web サーバ固定化 

方式 

广 卜 mode HTML 



ク XT ント5ィプ 


設定| 

キャンセル1 



グループ詳細設定項目の説明をします。 

• グループ名 

負荷分散を行うグループとしてユニークな名称を設定してください。文字は、アルファ 
べット A 〜 Z 、 a 〜 Z )、 英数字 (0 〜9)、記号 （_ と-)を使用し63文字以内で記述します。 

• ノード自動認識 

分散ノー ドエージェントモジュールをインストールしたノー ドを検出し、本グループに 
自動追加する機能を使用するかどうかの設定です。本機能を使用する場合、自動認識し 
た分散ノードに対して TCP ポートのヘルスチェックを行うか指定できます。 

• 仮想 IP アドレス 

負荷分散を行うグループに割り当てる仮想的な IP アドレスを設定してください。クライ 
アントからのアクセスはこの仮想 IP で行われます。 DNS を利用する場合は、 DNS サーバ 
にこの仮想 IP アドレスに対応するドメイン名を設定します。 

• プ□トコル 

負荷分散を行ラ通信プロトコルを選択します。 

• ポート番号 

負荷分散を行うポート番号を設定してください。以下の Single 、 Range 、 All 、 Multi か 
6 ひとつを選びます。 

Single :単ーポートへのアクセスの場合は [ Single ] を選択し、そのポート番号を設定し 
よす 0 

Range :使用するポート番号の範囲を指定する場合は [ Range ] を選択し、そのポート番 
号の範囲を 1024-2048 のように[- ] で区切って設定します。範囲を複数個 
指定する場合は 1024-1 124:115〇 -1300 のように ] で区切ります。 

All : すべてのポートを使用する場合は [ All ] を選択します。 

Multi : http と https ( SSL ) のように複数のポートを同時に使用する場合は [ Multi ] を選 

択し、ポート番号を80:433のように[:]で区切って設定します。更に、80: 
443: 1024- 1500のようにポートのレンジ指定も同時に設定できます。 
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• 分散方式 


負荷分散の方式を選択してください。 
ラウンド□ビン(「「）： 


最小コネクション ( lc ) : 


重み付けラウンド□ビン ( w 「「） ： 


重み付け最小コネクション ( wlc ) 


分散先のサーバーを順番に選択して分散を行いま 
す。 

分散先のサーバーで実行しているコネクションが一 
番少ないサーバに分散を行います。 

分散ノードに重み付けを行い、その重み付けによる 
ラウンド□ビン分散を行います。 

分散ノードに重み付けを行い、その重み付けによる 
最小コネクション分散を行います。 


CPU 負荷による重み付け 

分散ノードの CPU 負荷による動的重み付けを行ラ場合は、[する]を選択します。なお、 
本設定は分散方式で[重み付けラウンド□ビン ( w 「「)] または[重み付け最小コネクション 
( wlc )] を選択した場合に有効になります。 

分散ノー ド固定化 

クライアントが接続する分散ノードを固定したい場合には「する」を選択します。固定化 
はクライアントのソース IP アドレスを識別して行われます。 

SSL や Cookie または ftp のようなプロトコルを使用する場合は分散ノー ドを固定化する必 
要がありますので「する」を選択します。 

分散ノー ドの固定化で「する」を選択した場合は、その固定時間を120〜86400秒の間で 
設定する必要があります。固定時間は、クライアントからアクセスが無くなってからク 
ライアントと分散ノードのセッションを維持しておくための時間です。 


ポート番号で [ Single ] 以外を選択した場合は、必ず使用「する」になります。また、ポー 
卜番号で [ Single ] を選択した場合の分散ノー ドの固定化と Web サーノ（の固定化は排他に 
なります。 


「する」を選択した場合、以下の固定化方式を選択します。 


クライアント個別： 


クライアント IP アドレス 


クライアントごとに分散方式にしたがって固定化す 
る分散ノードを決定します。 

分散ノー ドに固定化するクライアントのソース IP ア 
ドレスを指定します。指定外クライアントからのリ 
クエストは、分散グループ全体で分散され、いずれ 
かで固定化されます。ソース IP アドレスが複数の分 
散ノードで重複する場合は、分散方式が適用されま 
す0 
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• Web サーバ固定化 

分散対象として Web サーバを固定化したい場合には「する」を選択します。 Web サーバの 
固定化では、 HTTP プロトコル情報を識別して固定化します。 

Web サーバの固定化で「する」を選択した場合は、その固定時間を〇〜86400秒の間で設 
定することができます。固定時間は、クライアントからアクセスが無くなってからクラ 
イアントと Web サーバのセッションを維持しておくための時間となります。* 

* i-mode HTML の場合は時間設定はありません。 

ポート番号で [ Single ] を選択し 、分散ノー ドの固定化を「しない」に設定した場合に Web 
サーバ固定化の「する」/「しない」を選択できます。 

「する」を選択した場合、以下の固定化方式を選択します。 

HTTP リクエストに含まれる URL 情報により分散 
ノードを固定化します。固定化時間を〇にした場合 
は、分散のみで固定化されません。 

i モー ドコンテンツに分散 ノー ドに固有の情報を付 
力□し、コンテンツのリンク先を表示する場合は固定 
化されます。この方式では、固定化時間に関係なく 
固定化されます。 

HTTP リクエストに含まれる URL 情報で i モード携 
帯端末とそれ以外 ( PC など)を識別し、それぞれの 
コンテンツが格納されたサーバに分散され固定化し 
ます。固定化時間を0にした場合は、分散のみで固 
定化されません。 

狂^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^変更 肖"除 I 


す0 


-ド自助認鑾ヘルスチ X ック i ゴロトコル仮想 IP アドレスボート番号分散方式固定時固固定化方法状 ■ 

未使用 TCP 192.168.2 3 


ノード名 

サーバタイプ 

IP アドレス 

ヘルス手エック！ウ王イト 值 

状態 

コマンド 

I in g013 

linux 

192.168.263 

)ing;tcpport：8U 


Down 

停止 | 再閉| XE |則除| 

I ingOI 6 

linux 

192.168 .2.66 

Ding;tcpport：80 

100 

Active 

停止」再聞 1 変更 j 則除 1 

ing017 

- 

192.1882.77 

)ing;tcpport：80 

- 

Disable 

f 亭止」 pip^I 1 nm j 


URL : 


i-mode HTML : 


クライアントタイプ： 


Management Consoles 
[ LoadBalancer ] アイコンを選択 
し、左のツリーにある登録済みグ 
ループをクリックします。分散グ 
ループの情報画面が表示されま 


• 分散グループ 

[変更]ボタン： 

グループの設定内容を変更します。 

[削除]ボタン： 

グループの削除を行います。 

[追加]ボタン： 

グループに分散ノー ドの追力□を行います。 

• 状態 

Using : 

正常状態です。 

Deleted : 

何らがの原因で設定が壊れた状態です。 


■： いったん分散グループを削除し設定し直すか、セーブした設定 

情報を口—ドして設定をやり直してください。 

Distributing : コンテンツデリバリ機能の配信実行中です。 

Distributing Error :コンテンツデリバリ機能の配信に失敗しました。 
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分散ノー ドの登録 

本装置の Management Console の [ LoadBalancer ] アイコンを選択し、左のツリーにある登 
録済みグループをクリックします。分散グループ情報画面から[追加]をクリックして、分散 
ノードを登録します。 



• ノード名 

分散ノードのサーバ名 (63 文字以内)を入力してください。使用可能な文字は、アルファ 
べット ( A - Z ， a - z )、 英数字(0-9)、記号し，- ) です。 

• サーバ種別 

運用系か待機系かを選択します。待機系を選択した場合は、残り何台になったら運用系 
に遷移するかの台数を指定します。 

• 仮想 IP アドレス 

登録する分散グループの仮想 IP アドレスです。 

• 分散ノードの IP アドレス 

分散ノードの実 IP アドレスを入力します。 

• クライアン NP (固定化方法にクライアント IP を指定した場合のみ） 

各分散ノードが処理の対象とするクライアントの IP アドレスを指定します。[変更]で削 
除(クリア)します。 

• URL (固定化方法に URL を指定した場合のみ） 

URL のルールを指定します。ルールには URL 、 ディレクトリ、拡張子の3つがありま 
す。複数ルールに該当するリクエストは、 URL — ディレクトリ — 拡張子の順で判断しま 
す。 URU レールの記述の際には http :// を付けて指定します。また、大文字/小文字は 
区別されます。[変更]で削除(クリア)します。 URL のルールに指定可能な文字は 「 A - Z ， a - 
z ，0-9，-，_，# ノ，？，(，)，@，$」です。 

• クライアントタイプ個定化方法に i-mode HTML を指定した場合のみ） 

i - mode か PC かを選択します。 

• ウェィト値 

グループ登録時の分散方式の設定で「重み付けラウンド□ビン」または「重み付け最小コネ 
クシヨン」を選択した場合のみ設定できます。 CPU 負荷による動的重み付けを行う場合は 
自動設定となりますので 、 Dynamic Weight と表示されます。 

m ； ウヱイト値は全分散ノードと当該分散ノードに割り当てるウヱイト比率として設定す 
|-^|ると分散の目安となります。 

例えば3台の Web サーバへの分散において、それぞれのマシンの CPU 周波数が、 
400 MHz ，600 MHz ，800 MHz の場合、単純に CPU パワーの差を処理能力とすると、ウェ 
イト値は4:6:8という設定で 800 MHz のマシンが一番優先度の高い分散対象となりま 
す。 
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ヘルスチェック 

Ping , TCP Port , http から選択します。複数個の選択もできます。 


ping : 分散ノー ドに ICMP _ ECHO _ REQUEST を送り、 ICMP _ ECHO _ REPLY が返 

るかをチェックします。 

TCP Port :指定したポート番号で通信ができるかをチェックします。 

http : 指定した URL に GET リクエスト送りレスポンスがあるかをチェックします。 

分散ノー ドのダウン検出は、選択されている方式のうちいずれか一つでも応答がない場 
合に [ DOWN ] とします。 

II ^ http の通信には8〇番ポートを使用します。この設定は変更できません。 

I f?5^1 

サーバ タイプ 

分散ノー ドの〇 S タイプを表し、 linux / wimt / win 2 k / win 2 k 3/ sola 「 is があります。 
linux : Exp 「 ess 58 〇〇 / MailWebServer 、 MW シリーズまたは Linux です 0 

winnt : WindowsNT 4•〇です 0 

win 2 k : Windows 2000です。 

win 2 k 3: Windows Server 2003です。 

Solaris: Sola 「 is8 で 

状態 

Active のみ分散対象となります。それ以外の状態は分散対象から除外されます。 

Active : 正常状態です。 

Deactive :[停止]で停止された状態です。 

Standby : 待機系に設定した分散ノー ドが待機の状態です。 

Distributing :コンテンツ配信機能が分散ノードへコンテンツを配信中です。 

Down : 分散ノー ドが夕'ウンしている状態です。 

■: 分散ノードの電源が投入されていないか、ネットワーク機器等の異常 

や分散ノー ド側のサーバ稼動状態に異常が発生している場合がありま 

- すので接続機器や分散ノー ド側の Web サーバ等の稼動状況の確認を 

行ってください。また、ネットワーク機器や分散ノードに異常がない 
時に、この状態が一時的に表示される場合は、ネットワークの高負荷 
や分散ノードが高負荷状態になっている場合がありますので、モニタ 
で確認のうえコーディネータの[設定]で「ヘルスチヱック」（分散ノード 
側）の時間設定を大きくして改善するかを確認してください。 

Deleted : 設定が正しく行われていない状態です。 

■: ネットワーク機器の異常やネットワークの高負荷により発生する場合 

がありますので、接続機器や負荷状況等を確認してください。復旧し 

- ない場合は、何らかの原因で設定内容が壊れている場合がありますの 

で、一旦設定の削除を行い再度設定をしなおすか、セーブした設定情 
報を口ードして設定をやり直してください。 









Disable : 分散ノー ドとの通信が正常でないため、 CPU 負荷による動的な重み付けが 

できない状態です。 

■： 分散ノードを追加したときにこの状態になる場合は、下記の要因が考 
えられます。 

(1) 分散ノードにエージェントモジュールが組み込まれていない 

(2) 分散ノードのエージェントモジュールが正常に動作していない 

(3) ネットワーク環境 

(1) の場合は、分散ノードにエージェントモジュールを組み込んでくだ 
さい。 

(2) の場合は、分散ノードを再起動するか、エージェントモジュールの 
再インストールを行ってください。 

(3) の場合は、ネットワークの負荷等により分散ノードからの情報が取 
得できていない可能性があります。ネットワーク環境の見直しを行っ 
てください。 

負荷が高いネットワークの場合、分散ノードの死活監視の間隔とダウ 
ンを検出するまでの試行回数をデフォルトの値から変更する（緩和す 
る）ことにより回避できる可能性があります。設定については62ぺージ 
をご覧くださし、 0 

Distributing 

Error : コンテンツデリバリ機能がコンテンツ配信に失敗しました。 

■: 手動で再実行するか、設定を見直して再度設定してください。 

rE>n 

• [停止]ポタン 

分散ノー ドへの負荷分散を停止します。 

• [再開]ポタン 

停止していた分散ノー ドへの負荷分散を再開します。 

• [変更]ポタン 

分散ノードへの設定内容を変更します。 

• [削除]ポタン 

グループから分散 ノー ドを削除します。 


分散ノー ドの切り離し/復旧について 

メンテナンスが必要な分散ノードは以下の手順で切り離し/復旧が行えます。 

1 . メンテナンスが必要な分散ノードを[停止]させる。 

2. 分散ノードをメンテナンスする。 

3. 分散ノードを負荷分散環境に接続する。 
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4. 該当の分散ノードを[再開]する。 

分散ノードを再インストールする場合は、該当する分散ノードをグループから、いったん[削 
除]し、再インストールが完了後、分散ノードを負荷分散環境に接続した際、グループに分 
散ノードの[追加]を行ってください、 


分散ノードにエージェントモジュールが組み込まれ、ノード自動認識が有効の場合は、ノー 
[P^l ドを削除しても自動で追加されますので、自動認識を未使用にしてから行ってください。 


コーディネータ設定項目の説明 

[システム情報]で設定情報を表示させ、[設定]をクリックすると設定情報の変更ができま 
す。 

• □グ採取期間 

ログを採取する量を日単位で設定します。デフォルトは1日です。採取量を1日とした場合、 
□ク'は24時間経過した時点でファイルの始めから採取されます。ログのサイズは状況により 
変化します。 

• ヘルスチ I ック ( LoadBalancer ) 

コーディネー タと バックアップコーディネー タ間の死活監視間隔と フェイルオーバーを 
開始するまでの試行回数を設定できます。間隔は1〜300秒、回数は1〜10まで設定でき 
ます。デフォルトは間隔が2秒、回数が5回です。 

• ヘルスチェック(分散ノード） 

分散ノードをヘルスチェックする間隔と夕 'ウンを検出するまでの試行回数を設定できま 
す。間隔は1〜300秒、回数は1〜3まで設定できます。デフォルトは間隔が10秒、回数 
が2回です。 

• CPU 負荷による重み付けの変更間隔 

分散ノードの CPU 負荷情報をコーディネータが取得する間隔を1〜120秒で設定できま 
す。デフォルトは2秒です。 

• モニタ更新間隔 

モニタで採取するデータの更新間隔を1〜10秒で設定します。デフォルトは2秒です。 

• HTTP ヘルスチェック 

HTTP ヘルスチェックに関する詳細設定です。 

タイムアウト値： 

対象サーバへの HTTP ポート接続待ち、および 、 HTTP GET 要求の応答待ち時間で 
す。デフォルトは1秒です。1秒〜60秒の間で設定できます。 

HTTP レベルの無応答は分散ノードタ'ウンとする： 

HTTP ヘルスチェックでは 、 HTTP GET 要求に正常ステータス以外を受信した場合 
にサーバを夕'ウンとします。本設定は 、 HTTP GET 要求がタイムアウト （ HTTP 無応 
答）し、ステータスが受信できなかった場合にサーバを夕'ウンにするかどラかを設定 
します。 
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• □グレベル 

コーディネータで採取するログ情報のレベルを設定します。□グは、障害時の解析デー 
夕として利用します。 

レベル1:起動、停止、分散ノードタ'ウン、フェイルオーバーなど基本的なイベントと、 
エラー情報を採取します。 

レベル2 :レベル1に力□え警告レベルの情報を採取します。 

レベル3:レベル2に加えモジュールのデバッグ情報を採取します。障害時等に解析のた 
め一時的に使用します。この設定を行ラと CPU 負荷が高くなりレスポンスが 
劣化する場合がありますので通常は設定しないでください。 


設定情報の保存と復旧 

[バックアップ]をクリックすると「設定情報ノ\'ックアップ」画面に以下のメニューが表示さ 
れます。 

• 設定情報のセーブ 

負荷分散関連の設定情報をファイルにセーブします。設定情報ファイルは、 Web ブラウ 
ザを介して夕'ウンロードされます。ファイル名は 「 iplbinfo . zip 」 です。 

• 設定情報の□ード 

セーブした設定情報を□ー ドします。 Web ブラウザを介して設定情報を本装置にアップ 
□—ドします。 

• 全ての設定情報のクリア 

負荷分散関連の設定情報をすべてクリアします。 

• システム詳細情報のセーブ 

本装置のシステム詳細情報をファイルにセーブします。本データは障害調査などに使用 
します。システム詳細情報ファイルは、 Web ブラウザを介して夕'ウン□ー ドされます。 
ファイル名は 「 Ib 4- ud . zip 」 です。 

VI -〇 設定情報ファイルを採取する際、 Web ブラウザが旧ならばセキュリティモードをレベル1 
以下にしないと採取できませんので、セキュリティモードをレベル1に変更してから採取を 
行ってください。 

なお、セキュリティモードレベルの変更後に「設定」ポタンをクリックすると、「設定後、 
ManagementConsole サーバの再起動を行います。よろしいですか？」と確認してきま 
す。この再起動では負荷分散サービスは停止しませんので 0 K ポタンを押してください。数 
秒後「再接続」をクリックすればセキュリティモードレベルの変更は終了です。 

* セキュリティモードをレベル1以下に設定した場合、 ManagementConsole の URL 
が変わります。91ページ(システム管理者のメニュー）をご覧ください。 

* 設定情報ファイルを採取した後に、同様の手順ですぐにセキュリティモードをレベル2 
に戻すことができます。一時的にでもセキュリティモードを下げることができない場合 
は、旧以外の Web ブラウザで設定情報ファイルを採取してください。採取できない場 
合は、ご相談ください。 
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LoadBalancer モニタ 

[モニタ情報]をクリックすると、分散状態や統計情報を表示します。 



統計.®報表示11グルづ逞折二！ 

[統計情報表示]ボタン 
負荷分散グループの統計情報履歴 
を表示します（次ページ参照)。 



[グループ選択]リストから 
は統計情報を表示する負荷分 
散グループを選択できます。 


Group 
Virtual IP 
Protocol 
Method 
Persistence 
Server 
IP address 
Status 

Weight 

Packets/sec 

Bytes/sec 

TCP Req/sec 


CPU Status 


負荷分散グループ名です。最大 14 文字まで表示されます。 
負荷分散グループの仮想 IP アドレスです。 

負荷分散を行ラ通信プロトコルです。 

負荷分散方式です。 

分散ノード固定化時間です。 

分散ノード名です。最大9文字まで表示されます。 

分散ノードの IP アドレスです。 

分散ノー ドの状態です。詳細は分散ノー ドの「状態」項目を参 
照してください （60 ページ)。 

分散ノードに設定された重み付けです。 

分散ノードに送信した1秒間当たりのバケツト数です。グラ 
フは20,000バケツト/秒を最大値とした目安です。 

分散ノー ドに送信した1秒間当たりのバイト数です。グラフ 
は 10 M バイト/秒を最大値とした目安です。 

分散ノードに送信した1秒間当たりの TCP コネクション接続 
要求数です。グラフは2,000リクエスト/秒を最大値とした 
目安です。 

分散ノードの CPU 使用率です。分散ノー ドエージェントモ 
ジュールを組み込んだ場合に表示可能です。 


LoadBalancer CPU Status 本装置の CPU 使用率です。 
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統計情報グラフ画面の説明 



[Zoom in ] は、グラフのスケールを拡大します。グラフ縦軸の数値はスケールにより変化し 
ます。 

[Zoom out ] は、グラフのスケールを縮小します。グラフ縦軸の数値はスケールにより変化 
します。 

プルダウンメニューから表示する統計情報を選択します。 

Packets : 負荷分散によって分散ノードに転送したバケツト数合計 

Bytes : 負荷分散によって分散ノー ドに転送したバイト数合計 

TCP Requests : 負荷分散によって分散ノー ドに転送した TCP コネクション接続要求数 

合計 

プルタ'ウンメニューから表示するグラフタイプを選択します。 

Line Graph : 統計情報を折れ線グラフで表示します。赤のラインは負荷分散グルー 

プ全体の統計を表します。 

Bar Graph : 統計情報を棒グラフで表示します。負荷分散グループ全体(赤のライ 

ン）と分散ノー ドが比較できます。 

プルダウンメニューから表示する期間を選択します。 

Month : 過去30日の統計情報を1日単位で表示します。グラフの各値は、0時か 

6次の0時(最新の備才〇時から現時点)までの統計です。 

Day : 過去24時間の統計情報を1時間単位表示します。グラフの各値は、正 

時から次の正時(最新の値は前の正時から現時点)までの統計です。 

I n -0 Windows XP / 2003以降の製品には Microsoft VM が提供されないため、 
E 重马 LoadBalancer モニタを正常に表示させるために、クライアントマシンに Sun の Java 
Runtime Library をインス I ルする必要があります。 
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LoadBalancer 監視/通報の設定 

Management Console に接続し、 [ LoadBalancer ] アイコン — [LoadBalancer 監視/通報] 
をクリックすると、次の画面が表示されます。 




ゴロセス異常監視 


|ファイル異帟監: 


一通報 

通報しない 


フェイルパッ 
ク通報 

通報しない 


分散ノー ドダウ監視/通輅 
ン通輅 固居 


LoadBa lancer ゴロセス 


[設定]をクリックすると、次の画面が表示されます。 



• プ□セス異常監視と通報 

LoadBalancer プ□セスおよびコンテンツデリバリプロセスの異常発生の監視とその発生を 
E-mail で通報を行うかの設定情報です。監視が設定されている場合、 LoadBalance 「プロセ 
スおよびコンテンツ配信プロセスの監視を行います。通報が設定されている場合は、 E - 
mail での通報を行います。さらに自動再起動が設定されている場合、 LoadBalancer プ□セ 
スおよびコンテンツ配信プロセスの異常を検出すると自動的に復旧を試みます。 

自動再起動が設定されていない場合は、手動での再起動となります。自動再起動の設定 
は LoadBalancer 二重化環境では設定できません。二重化環境において、フェイルオー 
パーが発生した場合は、コーディネータ側の LoadBalance 「プロセスは自動的に停止しま 
す。 

_三 LoadBalancer プロセスとは、本装置が負荷分散、ノードの管理などを行うための専用プロ 

Ijypi セスのことです。 


• ファイル異常監視と通報 

ファイル異常の監視とその発生を E-Mail で通報するかを設定します。監視する場合は、 
ファイル異常を検出すると自動的に復旧を試みます。さらに、 E-Mail で通報が設定され 
ている場合は、 E-Mail での通報を行います。 

■ I ： ここでいうファイルとは、本装置の負荷分散設定ファイル、 LoadBalancer プロセスのバイ 
rpvpi ナリファイルのことです。 


• フェイルオーバーの 通報 

フェイルオーバーが発生した場合、 E-Mail で通報するかを設定します。 
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• フェイルバックの通報 

フェイルバックが発生した場合、 E-Mail で通報するかを設定します。 

• 分散ノードダウンの通報 

分散ノードの夕'ウンを検出した場合、 E-Mail で通報するかを設定します。 

• 監視/通報間隔 

デフォルトは1分です。設定可能な範囲は1〜1.440分です。[単位：分] 

• E-Mail アドレス 

通報を行ラ時の、 E-Mail の送信先アドレスです。通報先は2つまで設定できます。 E-Mail 
通報を選択していない場合は表示されません。 

• メールサーバ IP アドレス 

通報において E-Mail 送信を行ラ時に使用するメールサーバの IP アドレスです。 E-Mail 通報 
を選択していない場合は表示されません。 

* E-Mail による通報を行ラ場合は、メールサーバが必要です。 

以下の項目は LoadBalancer の動作状態を表示します。 

• LoadBalancer プ□セス 

LoadBalancer プ□セスの動作状態を表示します(正常動作/停止)。 

• コンテンツデリバリプロセス 

コンテンツデリバリプロセスの動作状態を表示します(正常動作/停止)。 

• プロセス起動動作 

LoadBalancer プ□セスまたはコンテンツデリバリプロセスが停止状態の時に表示されま 
す。[停止プロセス起動]をクリックすると停止しているプロセスを再起動します。 

• 監視□グ表示 

[監視ログ表示]をクリックすると、監視ログを表示します。監視ログは□ーテート(それ 
までに記録した□グファイルを退避して、新たに□グを記録しはじめること）設定が行 
えます。設定方法については、 [LoadBalancer の監視/通報]画面のオンラインヘルプを 
参照してください。 

• 通報試行 

通報試行をチェックした場合は[設定]をクリックした時にテストメールを送信します。 
テストメールの形式は以下のよラになります。 

Subject : Express 58 〇〇 /LB 通報テスト 
To : xxx@xxxxx 

From : xxx@xxxxx (※To と同一の E-Mail アドレスが指定されます） 

(改行） 

Express 58 〇〇 /LB からのテストメールです。 

(改行） 

Express 580 0 /LB (このテストメールへの返信はできません） 

( EOF ) 
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■ 通報メール形式の説明 

E - Mail で通報するメールの形式は以下のよラになります。 


Subject: Express5800/LB 通報メーノレ 
To: xxx@xxxxx 

From: xxx@xxxxx (※To と同一の E-Mail アドレスが指定されます) 
(改行) 

〜メ ール本文〜 

(改行) 

Express5800/LB (この通報メールへの返信はできません） 

(EOF) 


■ 通報メール内容の説明 
〈プロセス異常が発生した場合〉 

YYYY.MM.DD HH:MM:SS - LB (サーバ：％1)でプロセス異常が発生しました。 

%1は本体のサーバ名が入ります。 

〈コンテンツ配信プロセス異常が発生した場合〉 

YYYY.MM.DD HH:MM:SS - LB (サーバ： 961 ) でコンテンツ配信プロセス異常が発生しまし 
た。 

%1は本体のサーバ名が入ります。 

〈ファイル異常が発生した場合〉 

YYYY.MM.DD HH:MM:SS - LB (サーパ： 96 1) でファイル(％2)の異常が発生しました。 

%1は本体のサーバ名が入ります。962は異常になったファイル名が入ります。 
〈フェイルオーバーが発生した場合〉 

YYYY.MM.DD HH:MM:SS - LB (サーバ： 961)へフェイルオーバーしました。 

961は本体のノ \'ックアップサーバ名が入ります。 

〈フェイルバックが発生した場合〉 

YYYY.MM.DD HH:MM:SS - LB (サーバ： 961) にフェイルバックしました。 

%1は本体のサーバ名が入ります。 

〈分散ノー ドのダウンが発生した場合〉 


YYYY.MM.DD HH:MM:SS - LB (サーバ：％ 1) で分散グループ(％2)の分散ノード(％3)のダウン 
を検出しました。 

%1は本体のサーバ名が入ります。％2は分散グループ名が入ります。％3は夕'ウンし 
た分散ノードのサーバ名が入ります。 
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〈プロセスの復旧が完了した場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (サーバ：％1)でプロセスの復旧が完了しました。 

運用に問題がないか Management Console の LoadBalancer モニタで分散状況を確認してくだ 
—さい0 _ 

% 1は本体のサーバ名が入ります。 

〈コンテンツ配信プロセスの復旧が完了した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (ザーパ：％1)でコンテンツ配信プロセスの復旧が完了しました。 
運用に問題がないか Management Console の LoadBalancer モニタで分散状況を確認してください 0 

%1は本体のサーバ名が入ります。 

〈ファイル異常が発生した際に自動的に復旧が完了した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (サーバ：％1)でファイル (962) の復旧が完了しました。 

マスタファイルの内容はリブート後に有効になります。 

運用に問題がないか Management Console の LoadBalancer モニタで分散状況を確認してください。 

%1は本体のサーバ名が入ります。％2は復旧したファイル名が入ります。 

〈分散ノードが復帰した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (サーバ：％ 1) で分散グループ (962) の分散ノー ド (963) の復帰を 
検出しました。 

%1は本体のサーバ名が入ります。％2は分散グループ名が入ります。％3は復帰した 
分散ノードのサーバ名が入ります。 

〈プロセスの復旧が失敗した場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (サーバ：％1)でプロセスの復旧に失敗しました。 

異常を調査してください。 

%1は本体のサーバ名が入ります。 

〈コンテンツ配信プロセスの復旧が失敗した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (サーバ：％1)でコンテンツ配信プロセスの復旧に失敗しまし 
た。 

異常を調査してください。 

%1は本体のサーバ名が入ります。％2はファイル名が入ります。 

〈ファイル異常が発生した際の自動復旧が失敗した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (サーパ： 96 1) でファイル(％2)の復旧に失敗しました。 

異常を調査してください。 

%1は本体のサーバ名が入ります。 
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〈コンテンツデリバリが成功した場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ％1のイベント％2のコンテンツデリバリが正常終了しました。 
%1はグループ名が入ります。％2はイベント名が入ります。 

〈コンテンツデリバリがイベント取得に失敗した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS -グループ961のイベント962は取得に失敗しました。 

異常を調査してください。 

%1はグループ名が入ります。％2はイベント名が入ります。 

〈コンテンツデリバリが失敗しコンテンツの同期がとれていない場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS -グループ961のイベント962は配信に失敗しました。 

分散ノードは同期がとれていないコンテンツを公開しています。原因を取り除いた後、配信 
の再実行が必要です。 

異常を調査してください。 

%1はグループ名が入ります。％2はイベント名が入ります。 

〈コンテンツデリバリが失敗し古いコンテンツを公開している場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS -グループ961のイベント962は配信に失敗しました。 

分散ノー ドは古いコンテンツを公開しています。 

異常を調査してください。 

%1はグループ名が入ります。％2はイベント名が入ります。 

〈コンテンツデリバリが縮退配信に失敗し新しいコンテンツを公開している場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS -グループ961のイベント％2は縮退配信に失敗しました。 
分散ノードは縮退状態で新しいコンテンツを公開しています。 

異常を調査してください。 

%1はグループ名が入ります。％2はイベント名が入ります。 

〈コンテンツデリバリが縮退配信に失敗し古いコンテンツを公開している場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS -グループ961のイベント％2は縮退配信に失敗しました。 
分散ノードは縮退状態で古いコンテンツを公開しています。 

異常を調査してください。 

%1はグループ名が入ります。％2はイベント名が入ります。 

〈コンテンツデリバリが公開中に失敗している場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS -グループ％1のイベント％2は公開中に失敗しました。 
分散ノー ドのコンテンツ公開状況は不明です。 

異常を調査してください。 

%1はグループ名が入ります。％2はイベント名が入ります。 

■: [監視ログ履歴]をクリックすると、監視/通報のログ履歴を表示します。 

cpn 
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フオーマツト 

YYYYMMDDhhmmss : メッセージ 

• YYYY は年、 MM は月、 DDKS 、 hh は時間、 mm は分、 ss は秒が入ります0 
• 行頭の印について 

* — sendmail が正常にメール配信しました 
X — sendmail がメール配信に失敗した可能性があります。 

印の後ろにカッコ付き数字がある場合、 sendmail が返した〇以外の戻り値を示します。 

メッセージ 


Process error 

プロセス異常が発生しました。 

Contents Process error 

コンテンツデリバリプロセス異常が発生しました。 

File error % 1 

ファイル961の異常が発生しました。 

Fail Over 

フェイルオーパしました。 

Fail Back 

フェイルバックしました。 

LBH Down 961962 

分散グループ％1の分散ノー ド％2のダウンを検出しました。 

Process recover 

プロセスの復旧が完了しました。運用に問題がないが 
Management Console の LoadBalancer モニタで分散状況を確認 
してください。 

Contents Process recover 

コンテンツデリバリプロセスの復旧が完了しました。運用に問題 
がないか Management Console の LoadBalancer モニタで分散状 
況を確認してください。 

File recover % 1 

ファイル961の復旧が完了しました。マスタファイルの内容はリブ 
—卜後に有効になります。運用に問題がないか Management 
Console の LoadBalancer モニタで分散状況を確認してください。 

LBH Recover %1 %2 

分散グループ％1の分散ノー ド962の復帰を検出しました。 

Process recover error 

プロセスの復旧に失敗しました。異常を調査してください。 

Contents Process recover error 

コンテンツデリバリプロセスの復旧に失敗しました。異常を調査 
してください。 

File recover error % 1 

ファイル961の復旧に失敗しました。異常を調査してください。 

Contents Delivery Successful 

961 962 

グループ％1のイベント962のコンテンツデリバリが正常終了しま 
した。 

Contents Get error old 961962 

グループ％1のイベント962は取得に失敗しました。異常を調査し 
てください。 

Contents Distribute error old 961 
962 

グループ％1のイベント962は配信に失敗しました。分散ノードは 
古いコンテンツを公開しています。異常を調査してください。 

Contents Distribute error 
nosync % 1 962 

グループ％1のイベント％2は配信に失敗しました。分散ノードは 
同期がとれていないコンテンツを公開しています。原因を取り除 
いた後、配信の再実行が必要です。異常を調査してください。 

Contents Distribute with Switch 
error new % 1962 

グループ％1のイベント962は縮退配信に失敗しました。分散ノー 
ドは縮退状態で新しいコンテンツを公開しています。異常を調査 
してください。 

Contents Distribute with Switch 
error old 961962 

グループ％1のイベント962は縮退配信に失敗しました。分散ノー 
ドは縮退状態で古いコンテンツを公開しています。異常を調査し 
てください。 

Contents Switch error % 1962 

グループ％1のイベント962は公開中に失敗しました。分散ノード 
のコンテンツ公開状況は不明です。異常を調査してください。 


システムのセットアップ 
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分散ノー ド側の設定 

LB の分散ノードには2つの運用方法があります。 

(1) 分散ノードにエージェントモジュールをインストールし、 CPU 負荷分散をはじめきめ 
細かな運用を行ラ方法 

( 2 ) 分散ノードにエージェントモジュールをインストールせずに、分散ノード側には最低限 
の設定のみ行ラ方法 

「(1)」の運用方法では、 CPU 負荷の分散機能、分散ノードの自動認識、コンテンツデリバリ 
機能が利用可能です。一方、分散ノード側にエージェントモジュールをインストールした 
くない場合は「(2)」の運用方法になります。 

分散ノードエージェントモジュールが動作可能な〇 S は、以下のとおりです。 

• Exp 「 ess 580 〇 / MailWebServer、InterSec MW シリーズ 

• Linux ( Tu 「 b 〇 Linux • RedHat など) 

• Windows NT 4.0 - Windows 2000 - Windows Server 2003 

• Solaris 8( SPARCIS ) 

負荷分散を行ラのに先立ち、各 OS ごとの導入手順を以下に示します。 


Express 5800 /MailWebServer • InterSec MW シリーズ 

■ エージ エン トモジュールをインストールする場合 

本装置に添付されているバックアップ CD - R 〇 M 内の専用モジュールを組み込みます。以下に 
手順を説明します。 

1. MailWebServer の Web Management Console (以下、 WbMC) に Web ブラウザで管理者として接 
続する。 

管理者としての接続方法の詳細は、それぞれの装置のマニュアルを参照してください。 

2. 本装置に添付されているバックアップ CD-R 〇 M を MailWebServer の CD-ROM ドライプにセット 
する。 

3. [パッケージ]アイコンをクリックする。 

4. [インストール]のディレクトリ欄に r/mnt/cdrom/nec/Linux/99iplb/」 を入力し、[参照]をク 
リックする。 

5. 「/|711^/〇<±〇阳/|16(：/1_1门1^/99心113/1131^〇314-3.3.〇-1.1386.「口阳」の左にある[追加]をクリック する 0 

6 . インストール確認が表示されたら[〇 K] をクリックする。 

7. インス!ル終了後、[システム]アイコンを選択する。 

8 . マシンを再起動する。 

以上でモジュールの組み込みは終了です。 


72 




■ エージエントモジュールをインス!-ールしない場合 


エージエントモジュールをインス!-ールしない場合は、以下の設定が必要です。以下に設定 
手順を説明します。 

1. root 権限で□ク'インする。 

2 . ipchains コマンドで以下を実行する。 

(書式） ipchains -I input -j REDIRECT [port] -d [®EilP] [port] -p 
[protocol] 

[port]= ポート番号、[仮想 IP]= 仮想 IP アドレス、 [protocol]= プロトコルタイプ (tcp ま 
たは udp) 

(例）仮想 IP アドレス：192.168 .0.254, http (ポート: 80) の負荷分散の場合 

ipchains -I input -j REDIRECT 80 -d 192.168.0.254 80 -p tcp 

(注） グループの設定においてマルチポートの指定を行った場合は、そのポート分の設定を行 

います。 

(例）仮想 IP アドレス：192.168.0.254、ポート8 ◦と443を選択した場合 

ipchains -I input -j REDIRECT 80 -d 192.168.0.254 80 -p tcp 
ipchains -I input -j REDIRECT 433-d 192.168 .0.254 433 -p tcp 

3. 最後に以下のコマンドを実行する。 

echo 1 > /p「oc/sys/net/ipv4/ip_forward 

(注）マシンを再起動した場合は再度同様の設定を行う必要があります。 


Linux(TurboLinux 、 RedHat など） 

■ エージエントモジュールをインストールする場合 

本装置に添付されているバックアップ CD - R 〇 M 内の LoadBalancer 用モジュールを組み込み 
ます。以下に手順を説明します。 

1. 本装置に添付されているバックアップ CD-ROM を分散ノー ドマシンの CD-ROM ドライプにセット 
する。 

2. CD-R 〇 M をマウントする。 

3. 「/mnt/cdrom/nec/Linux/99iplb/」 へカレントディレクトリを変更する 0 

4. rpm -i Ibhost4-3.3.0-|.i386.rpm を実行する。 

5. カレントディレクトリを変更し、 CD-ROM をアンマウントする。 

6 . CD-R 〇 M を CD-ROM ドライブから取り出す。 

7. マシンを再起動する。 

以上でモジュールの組み込みは終了です。 

I VI -〇 ipchains もしくは iptables のコマンドが利用可能な環境が必要です0 
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■ エージェントモジュールをインス!-ールしない場合 

エージェントモジュールをインストールしない場合は、 ipchains 、 または iptables の設定が 
必要です。以下に設定手順を説明します。 

1. root 権限で□グインする。 

2 . く ipchains コマンドを使用する場合〉 

以下を実行する。 

(書式） ipchains -I input -j REDIRECT [port] -d [イ MilP] [port] -p 
UprotocoLII 

[po「t]= ポート番号、[仮想 IP]= 仮想 IP アドレス、 [protocol]^ プロトコルタイプ (tcp ま 
たは udp) 

(例）仮想 IP アドレス：192.168.0254、 http (ポート: 80) の負荷分散の場合 

ipchains -I input -j REDIRECT 80 -d 192.168.0.254 80 -p tcp 

(注） グループの設定においてマルチポートの指定を行った場合は、そのポート分の設定を行 

います。 

(例）仮想 IP アドレス：192.168 .0.254, ポート8◦と443を選択した場合 

ipchains -I input -j REDIRECT 80 -d 192.168.0.254 80 -p tcp 
ipchains -I input -j REDIRECT 433 -d 192.168.0.254 433 -p tcp 

<iptables コマンドを使用する場合〉 

以下を実行する。 

(書式） iptables -t nat -I PREROUTING -p [protocol] -d [イ MilP] --dport 
[port] -j REDIRECT --to-ports [port] 

〔port]= ポート番号、[仮想 IP]= 仮想 IP アドレス、 [p「otocol]= プ□トコルタイプ (tcp ま 
たは udp) 

(例）仮想 IP アドレス：192.168 .0.254, http (ポート: 80) の場合 

iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.254 -- 
dport 80 -j REDIRECT --to-ports 80 

(注） ク'ループの設定においてマルチポートの指定を行った場合は、そのポート分の設定を行 

います。 

(例）仮想 IP アドレス：192.168 .0.254, ポート8◦と443を選択した場合 

iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.254 — 
dport 80 -j REDIRECT --to-ports 80 

iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.254 -- 
dport 443 -j REDIRECT --to-ports 443 

3. 最後に以下のコマンドを実行する。 

echo 1 > /proc/sys/net/ipv4/ip_forward 

(注）マシンを再起動した場合は再度同様の設定を行ラ必要があります。 
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Windows NT 4.0 

■ エージェントモジュールをインストールする場合 

本装置に添付されているバックアップ CD-ROM 内の LoadBalancer 用モジュールと MS 
Loopback Adapter の組み込みが必要です。以下に手順を説明します。 

11 -〇 Web サーバ固定化のグループのみに属する分散ノー ドでは 、 MS Loopback Adapter の 
組み込みは必要ありません。 LoadBalancer 用モジュールの組み込みのみを行ってくださ 
い0 

MS Loopback Adapter の組み込み 

1. [ネットワークコンピュータ]を右クリックし、[プロパティ]を選択する。 

2 . [アダプタ]のタグを選択し、[追加]をクリックする。 

3. 「MS Loopback Adapter 」 を選択して、[〇 K ] をクリックする。 

4. [MS Loopback アダプタカードセットアップ]が表示されたら、[〇 K ] をクリックする。 

5. Windows NT 4.◦セットアップディスクを CD - R 〇 M ドライプに入れ、パスを入力し[続行]をク 
リックする。 

6 . [バインド]のタグを選択し、ループバックをバインドする。 

7. [プロトコル]のタグを選択し、 「 TCP / IP プロトコル」を選択して、[プロパティ]をクリックする。 

8 . [ IP アドレス]のタグで、「アダプタ」のプルダウンリストボックス中から 「MS Loopback アダプ 
夕」を選択し、 [ IP アドレス]に仮想 IP アドレスを入力する。[サブネットマスク]はネットワークに 
合わせて設定する。最後に[〇 K ] をクリックする。 

I n -0 デフォルトゲートウェイは設定しないでください。 

ora 

9. ループバックをバインドする時、プロンプトが出てくる場合がありますが、その時は[はい]をク 
リックする。 

10. 既定のデータを選択し、何の変更も行わず[〇 K ] をクリックする。 

11 . マシンを再起動する。 

12. コマンドプロンプトを起動し、コマンド 「route delete <仮想 IP's network > mask < 仮想 IP's 
netmask > < 仮想 IP >」を実行し、ルーティングテープルの変更をする。 

(例)仮想 IP アドレスが192.16 8. 10.5、ネットマスクが255.255.255.◦の場合 route delete 
192.168 .10.0 mask 255.255 .255.0 192.168 .10.5 を実行します。 

I vi-O マシン再起動時は必ず□グインし、上記コマンドを実行してください。 


システムのセットアップ 
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LoadBalancer 用モジュールの組み込み 


1. 本装置に添付されているバックアップ CD - ROM を分散ノー ドマシンの CD - ROM ドライプにセット 
する。 


2. ( CD - ROM のドライブ文字)# nec ¥ Linux ¥99 iplb ¥ lbhost 4. exe を実行する 0 


3. 画面表示に従ってインストールする。 



HE37F1 


LoadBalancer 用モジユールのインストール中に、 [LBhost サーバ用 IP アドレス]に仮 
想 IP アドレスが規定値として表示された場合は、[参照]ボタンを押して実 IP アドレス 
に変更してください。 

[LBhost サーバ用 IP アドレス]が Management Console で登録する分散ノードの実 IP 
アドレスになります。 

[Coordinator との通信ポート]は、特に変更する必要はありません。 Management 
Console にて、変更している場合のみ変更してください。 


4. 「 IPLB 4 サーバを起動しますか？」で[はい]を選択して IPLB 4 サーバを起動する。 


以上でモジュールの組み込みは終了です。 


H -〇 LoadBalancer 用モジュールの IP アドレスを変更する場合、 LoadBalancer 用モジュール 
のアンインス!-ールを行い、再度インス!-ールを行ってください。 


■ エージェントモジュールをインス!-ールしない場合 

エージェントモジュールをインストールしない場合は 、 MS Loopback Adapter の組み込み 
のみを行ってください。 

I H -〇 Web サーバ固定化のグループのみに属する分散ノー ドでは 、 MS Loopback Adapter の 
組み込みは必要ありません。 LoadBalancer 用モジュールの組み込みのみを行ってくださ 
い0 

マシン再起動の必要はありません。 
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Windows 2000 

■ エージェントモジュールをインストールする場合 

本装置に添付されているバックアップ CD-ROM 内の LoadBalancer 用モジュールと 
Microsoft Loopback Adapter の組み込みが必要です。以下に手順を説明します。 

H -〇 Web サーバ固定化のグループのみに属する分散ノー ドでは 、 Microsoft Loopback 

Adapter の組み込みは必要ありません。 LoadBalancer 用モジュールの組み込みのみを 
行ってください。 

Microsoft Loopback Adapter の組み込み 

1. [コントロールパネル]をオープンする。 

2 . [ハードウェアの追加/削除]をダブルクリックする。 

3. 「追加」を選択し、[次へ]をクリックする。 

4. 「デバイスの追加/トラブルシューティング」を選択し、[次へ]をクリックする。 

5. 「新しいデバイスの追加」を選択し、[次へ]をクリックする。 

6 . 「いいえ、一覧からハードウェアを選択します」の項目を選択し、[次へ]をクリックする。 

7. 「ネットワークアダプタ」を選択し、[次へ]をクリックする。 

8 . 「 Microsoft 」 の 「Microsoft Loopback Adapter 」 を選択し、[次へ]をクリックする。 

9. [完了]をクリックする。 

10. [デスクトップ]上の[マイネットワーク]を右クリックし、[プロパティ]を選択する。 

11. Microsoft Loopback Adapter の[口ーカルエリア接続]を右クリックして、[プロパティ]を選択 
する。 

12. 「インターネットプロトコル( TCP / IP )」を選択し、[プロパティ]をクリックする。 

13. [ IP アドレス]に Management Console に登録したグループの仮想 IP アドレスを入力する。 

[サブネットマスク]はネットワークに合わせて設定する。 

I vi-O デフォルトゲートウェイは設定しないでください。 

14. [詳細設定]をクリックして、[インターフェイスメトリック]の値を9999に変更し、[〇 K ] をク 
リックする。 

仮想 IP アドレスを複数登録する場合は、 IP アドレス[追加]ボタンを押して、新規に仮 
Uvn 想 ip アドレスを追加してください。 

以上で Microsoft Loopback Adapter の組み込みは終了です 0 


システムのセットアップ 
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LoadBalancer 用モジュールの組み込み 


1. 本装置に添付されているバックアップ CD - R 〇 M を分散ノードマシンの CD - ROM ドライプにセツ 
卜する。 


2. ( CD - ROM のドライブ文字)# nec ¥ Linux ¥99 iplb ¥ lbhost 4. exe を実行する 0 

3. 画面表示に従ってインストールする。 

LoadBalancer 用モジュールのインストール中に、 [LBhost サーバ用 IP アドレス]に仮 
想 ip アドレスが規定値として表示された場合は、[参照]ボタンを押して実 ip アドレス 
に変更してください。 

[LBhost サーバ用 IP アドレス]が Management Console で登録する分散ノードの実 IP 
アドレスになります。 

[Coordinator との通信ポート]は、特に変更する必要はありません。 Management 
Console にて、変更している場合のみ変更してください。 

4. 「 IPLB 4 サーバを起動しますか？」で[はい]を選択して IPLB 4 サーバを起動する。 

以上でモジュールの組み込みは終了です。 

I H -〇 LoadBalancer 用モジュールの IP アドレスを変更する場合、 LoadBalancer 用モジュール 

のアンインス!-ールを行い、再度インス!-ールを行ってください。 


■ エージエントモジュールをインス!-ールしない場合 

ェージェントモジュールをインストールしない場合は、 Microsoft Loopback Adapter の組 
み込みのみを行ってください。 


1 1 |-〇 Web サーバ固定化のグループのみに属する分散ノードでは、 Microsoft Loopback 
Adapter の組み込みは必要ありません。 LoadBalancer 用モジュールの組み込みのみを 
| 行ってください。 

マシン再起動の必要はありません。 


Windows Server 2003 

■ エージエントモジュールをインス!-ールする場合 

本装置に添付されているバックアップ CD-ROM 内の LoadBalancer 用モジュールと 
Microsoft Loopback Adapter の組み込みが必要です。以下に手順を説明します。 


H -〇 Web サーバ固定化のグループのみに属する分散ノー ドでは、 Microsoft Loopback 

Adapter の組み込みは必要ありません。 LoadBalancer 用モジュールの組み込みのみを 
行ってください。 


Microsoft Loopback Adapter の組み込み 


1. [スタート]> [コントロールパネル] > [ハードウエアの追加]をクリックする。 

2 . [ハードウエアの追加ウイザード]が起動したら、[次へ]をクリックする。 
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3. [はい、ハードウェアを接続しています]を選択し、[次へ]をクリックする。 

4. [インストールされているハードウェア]がら、[新しいデバイスの追加]を選択し、[次へ]をクリッ 
クする。 

5. [インストール方法]より[一覧がら選択したハードウェアをインストールする]を選択し、[次へ]を 
クリックする。 

6 . [共通ハードウェアの種類]から[ネットワークアダプタ]を選択し、[次へ]をクリックする。 

7. 製造元から [ Microsoft ]、 [ネットワークアダプタ]がら [Microsoft Loopback Adapter ] を選択し、 
[次へ]をクリックする。 

8 . [次へ]をクリックして 、 「Microsoft Loopback Adapter 」 をインストールする。 

9. [完了]をクリックする。 

10. [スタート] >[ コントロールパネル] >[ ネットワーク接続]を選択する。 

11. 追加した Microsoft Loopback Adapter の[□一カルエリア接続]を右クリックして、[プロパ 
ティ]を選択する。 

12. [インターネットプロトコル ( TCP / IP )] を選択し、[プロパティ]をクリックする。 

13. [ IP アドレス]に Management Console に登録したグループの仮想 IP アドレスを入力する。 

[サプネットマスク]はネットワークに合わせて設定する。 

I n -〇 デフオルトゲートウェイは設定しないでください。 


14. [詳細設定]をクリックして、[インターフェイスメトリック]の値を9999に変更し、[〇 K ] をク 
リックする。 

■： 仮想 IP ァドレスを複数登録する場合は、 IP ァドレス[追加]ボタンを押して、新規に仮 
rgTpi 想 IP ァドレスを追加してください。 

以上で Microsoft Loopback Adapter の組み込みは終了です。 


LoadBalancer 用モジュールの組み込み 

1. 本装置に添付されているバックアップ CD - ROM を分散ノー ドマシンの CD - ROM ドライブにセッ 
卜する。 

2. ( CD - ROM のドライブ文字): ¥ nec ¥ Linux ¥99 iplb ¥ lbhost 4. exe を実行する。 

3. 画面表示に従ってインストールする。 


■L LoadBalancer 用モジユールのインストール中に、 [LBhost サーバ用 IP アドレス]に仮 

想 IP ァドレスが規定値として表示された場合は、[参照]ボタンを押して実 IP ァドレス 
に変更してください。 

[LBhost サーバ用 IP アドレス]が Management Console で登録する分散ノードの実 IP 
アドレスになります。 

[Coordinator との通信ポート]は、特に変更する必要はありません。 Management 
Console にて、変更している場合のみ変更してください。 


システムのセットアップ 
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4. f IPLB 4 サーバを起動しますか？」で[はい]を選択して IPLB 4 サーバを起動する。 


以上でモジュールの組み込みは終了です。 

I H -〇 LoadBalancer 用モジュールの IP アドレスを変更する場合、 LoadBalancer 用モジュール 
のアンインス!-ールを行い、再度インス!-ールを行ってください。 


■ エージエントモジュールをインストールしない場合 

ェージェントモジュールをインストールレない場合は 、 Microsoft Loopback Adapter の組 
み込みのみを行ってください。 


11|-〇 Web サーバ固定化のグループのみに属する分散ノードでは、 Microsoft Loopback 

男 Adapter の組み込みは必要ありません。 LoadBalancer 用 モジュールの組み込みのみを 

| 行ってください。 

マシン再起動の必要はありません。 

Windows マシンに LoadBalancer 用モジュール組み込んだ場合、 Windows の[イベントビュー 
^^] ア]において、[アプリケーション]ログ内に [Perflib イベント ID 200 3] の警告ログが発生するこ 
とがあります。 

コマンドプロンプトにおいて次のコマンドを実行することで、警告ログの発生を回避できま 
す 。 

> unlodctr w3svc [return キ ー] 

ン unlodctr asp [return キー] 

> unlodctr inetinfo [return キ ー] 

> lodctr w3ctrs.ini [return キ ー] 

> lodctr axperf.ini [return キー] 

> lodctr infoctrs.ini [return キー] 


Solaris8 

■ エージエントモジュールをインス!-ールする場合 

本装置に添付されているバックアップ CD-R 〇 M 内の LoadBalancer 用モジュールを組み込み 
よ ^I 〇 

1. root 権限で□グインして、本装置に添付されているバックアップ CD - ROM を Solaris マシンの CD - 
R 0 M ドライプにセットする。 

2. / cdrom / nec / Linux /99 iplb / lbhost 4-3.3.0-1 . pkg . tar . gz を/ tmp / にコピーする。 

3. コンソールを起動する。 

4. カレントディレクトリを/ tmp にする 。 (#cd / tmp ) 

5. ファイルを解凍する 。 (#gzip -d Ibhost 4-3.3.0- 1 . pkg . tar . gz ) 

6 . ファイルを展開する 。 (#tar -xvf Ibhost 4-3.3.0-1. pkg . tar ) 

7. パッケージをインストールする。 （# pkgadd - d .) 


80 











8 . lbhost 4 を選択し、インストールする。 

9. lbhost 4. conf ファイルの編集をする。 ifconfig コマンドを実行する 。 (#ifconfig - a ) 

(実行例） 

100: flags = 1000849 mtu 8232 index 1 
inet 127.0.0.1 netmask ff 〇〇〇〇〇〇 
hmeO : flags = 1000843 mtu 1500 index 2 
inet 192.168 .0.65 netmask ffffff 〇〇 broadcast 192.168 .0.255 
ether 8:0:20: f 5： af :27 

本装置に接続されるインタフェースの名称を控えます。（上記例のでは hmeO です） 

エディタで / etc / ha 4. d / lbhost 4. conf をオープンします。 

'udp elxICT の行を 、 'udp hmeO ' に変更します。 

ファイルをセーブしてエディタを終了します。 

10. インス I -- ルした LoadBalancer モジュールを起動する。 

(#/ etc / init . d / lbhost 4 d start ) 

LoadBalancer モジュールの起動を行った際に以下のエラーが発生した場合は、 / etc / ha 4. d / 
lbhost 4. conf の編集が誤っている場合がありますので再確認して下さい。 

Starting High-Availability services : 

ifconng : status : SIOCGLIFFLAGS : elxl 〇：门〇 such interrace 

lbhost 4 d did not start [ rc =1] 

I M -〇 LoadBalancer モジュールが正常に起動した場合、次回からのマシン起動では 
LoadBalancer モジュールの起動処理は必要ありません 0 


■ エージェントモジュールをインストールしない場合 

エージェントモジュールをインストールしない場合は、ループバックインターフェースの設 
定が必要です。 

I H -0 Web サーバ固定化のグループのみに属する分散ノー ドでは、ループバックインター フェ ー 

スの設定は必要ありません。 

1. root 権限で□グインする。 

2 . 仮想 IP アドレスを設定する。 

(書式 ） ifconfig I 〇〇 addif [仮想 IP アドレス ] netmask 255.255 .255.255 -arp up 
(例）仮想 IP ァドレス：192.168 .0.254. _(ポート: 80) の場合 

ifconfig I 〇〇 addif 192.168 .0.254 netmask 255.255 .255.255 -arp up 
(注） マシンを再起動した場合は再度同様の設定を行ラ必要があります。 

3. ifconfig - a コマンドで設定したインターフェースを確認する。 


システムのセットアップ 
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コンテンツデリバリ 


コンテンツデリバリ機能の詳細な説明は、バックアップ CD - R 〇 M 内の 「 Express 5800 / LB シ 
リーズコンテンツデリバリ機能ユーザーズガイド」 ( pdf 形式)を参照してください。 

ファイノレノ、°ス： / nec / Linux /99 iplb / doc / contents.pdf 
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装置の二重化 


本装置を二重化することにより、 LB シリーズ(コーディネータ)が夕'ウンした場合でも、待機 
系の LB シリーズ(バックアップコーディネータ)が引き継ぎ(フェイルオーパー)、サーバへの 
分散を継続できます。 

■： 初期導入設定時にコーディネータかバックアップコーディネータかを選択し、二重化時の動 

しじ卜 j 作モードを決定します。 


二重化時にはコーディネータとバックアップコーディネータとの間でお互いにハートビート 
による死活監視を行います。死活監視を行ラためのメディアは、初期導入時に決定します。 

死活監視は以下のメディアが使用でき、冗長構成を取る場合は複数選択できます。 

- LAN ポート1:データトラフィックと同じラインで死活監視を行います。 

- LAN ポート2:データトラフィックの影響を受けずに独立して死活監視を行います。 

- COM : データトラフィックの影響を受けずに独立して死活監視を行います。 

COM を使用する場合は、オプションの RS -232 C クロスケーブルが別 
途必要です。 



二重化時の死活監視の冗長構成では、以下のとおりバックアップコーディネータへのフェイ 
ルオーバーに遷移します。 

• LAN ポート2のみ 

LAN ポー ト2 ハー ト ビー ト喪失— LAN ポー ト1 ハー ト ビー ト喪失—フェイル オーバー 
開始 

• COM のみ 

COM ハードビート喪失— LAN ポート1ハートビート喪失—フェイルオーバー開始 

• LAN ポート 2 & COM 

COM ハー ト ビー ト喪失— LAN ポー ト2 ハー ト ビー ト喪失— LAN ポー ト1 ハー ト ビー 
卜喪失—フェイルオーバー開始 

|两《〇 冗長構成時でち、 LAN ポート1での情報同期データが喪失するとフェイルオーバーを開始 
I P 率马 します。 

死活監視の冗長構成設定は、 Management Console — [システム]アイコン— [LB 基本設定]で 
変更できます。 


システムのセットアップ 
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ESMPRO / ServerAgent のセットアップ 


ESMPR 〇 / ServerAgent は出荷時にインストール済みですが、固有の設定がされていませ 
ん。以下のオンラインドキュメントを参照し、セットアップをしてください。 

添付のバックアップ CD - ROM :/ nec / Linux / esmp 「 o . sa / doc / use 「 s.pdf 

ESMPR 〇 /ServerAgent の他にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）がインストール済み 
です。ご利用には別途契約が必要となります。詳しくはお買い求めの販売店または保守サー 
- ビス会社にお問い合わせください。 

n -〇 シリアル接続の管理 pc から設定作業をする場合は、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始する前に環境変数 「LANG」 を 「C」 に変更してください。デフォルトのシェル環境の 
場合は以下のコマンドを実行することで変更できます。 

# export LANG=C 


システム情報のバックアップ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をバックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 

I H -〇 EXPRESSBUILDER(SE) CD-ROM からシステムを起動して操作します。 

麗^ EXPRESSBUILDER(SE) CD-ROM から起動させるためには、事前にセットアップが必 
要です。5章を参照して準備してください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - R 〇 M 」 を本体装置の DVD - R 〇 M ドライプにセットして、再起動す 
る。 

EXPRESSBUILDER ( SE ) から起重力して 「 EXPRESSBUILDER ( SE ) トップメニュー」が、表示されま 
す。 

3. 「ツール」一「オフライン保守ユーティリティ」を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 

続いて管理 PC に本装置を監視 • 管理するアプリケーションをインス I -ールします。次べ一 
ジを参照してください。 
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管理 PC のセットアップ 

本装置をネットワーク上のコンピュータか6管理 • 監視するためのアプリケーションとして、 「 ESMPRO / 
ServerManager 」 と 「 DianaScope 」 が用意されています。 

これらのアプリケーションを管理 PC にインストールすることによりシステムの管理が容易になるだけでな 
く、システム全体の信頼性を向上することができます。 


巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|3旧96「と0セ旧3〇〇口6のインス トールについては 5 章、または EXPRESSBUILDER 
( SE ) CD-ROM 内のオンラインドキュメントを参照してください。 


システムのセットアップ 
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再セットアップ 


再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムを起動できなくなった場合などに、添付 
の「バックアップ CD - R 〇 M 」 を使ってハードディスクを出荷時の状態に戻してシステムを起動できるように 
するものです。以下の手順で再セットアップをしてください。 



ンの作成 


「保守用パーティション」とは、装置の維持 • 管理を行うためのユーティリティを格納するた 
めのパーティションで、 55 MB 程度の領域を内蔵ハードディスク上へ確保します。 
システムの信頼性を向上するためにも保守用パーティションを作成することをお勧めします。 
保守用パーティションは、添付の 「 EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - R 〇 M 」 を使って作成しま 
す。詳しくは5章を参照してください。 

保守用パーティションを作成するプロセスで保守用パーティションへ自動的にインストール 
される ユー ティリティは、「システム診断 ユー ティリティ」と「オフライン保守 ユー ティリ 
テイ」です。 
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システムの再インストール 


I n-0 再インストールを行うと、サーバ内の全データが消去され、出荷時の状態に戻ります。必 
匿^ 要なデータがサーバ内に残っている場合、データをバックアップしてから再インストール 
を実行してください。 

再インストールには、本体添付のバックアップ CD - R 〇 M と、バックアップ CD - R 〇 M 用イン 
ストールディスクが必要です。 

「バックアップ CD - R 〇 M 用インストールディスク」を 3.5 インチフロッピーディスクドライブ 
に、「バックアップ CD - R 〇 M 」 を DVD - R 〇 M ドライブにそれぞれ挿入し、 P 〇 WER スイッチ 
を押して電源を〇 N にします。 

■： このとき、本体前面の C 〇 M ポート B ( C 〇 M B ) にコンソールを19,200 bps の転送速度で接続 
すると、コンソールログを参照することができます。 


しばらくすると「バックアップ CD - R 〇 M 用インストールディスク」から設定情報を読み取 
り、自動的にインス!'''ールを実行します。 

I n-0 このとき、確認などは一切行われずにインストール作業が開始されるため、十分注意して 
ください。 


約20分程度でインス!ルが完了します。インストールが完了した6、 CD - ROM が自動的 
にイジェクトされます。 CD - R 〇 M とフロッピーディスクの両方をドライブから取り出して 
ください。 

30分以上待っても、 CD - ROM がイジェクトされず、 CD - ROM へのアクセスも行われていな 
い場合は再インストールに失敗している可能性があります。リセットして、 CD - R 〇 M / フ 
□ッビーディスクをセットし直して再度インス I -ールを試みてください。それでもインス 
トールできない場合は、保守サービス会社、またはお買い上げの販売店までご連絡くださ 
い。 


システムのセットアップ 
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初期導入設定用ディスクの作成 


前述の「初期導入設定用ディスクの作成」を参照してください。すでに初期導入設定用ディス 
クを作成している場合は、パスワード情報の設定のみ再度設定し直してください。ただし、 
設定内容を変えたいときは、新たに初期導入用設定ディスクを作り直してください。 


システムのセツトアツ 


前述の「システムのセットアップ」を参照してください。 


ESMPRO / ServerAeent のセツトアツ 


「システムの再インス I ル」で ESMPR 〇 / ServerAgent は自動的にインス I ルされます 
が、固有の設定がされていません。以下のオンラインドキュメントを参照し、セットアップ 
をしてください。 

添付のバツクアツプ CD - R 〇 M :/ nec / Linux / esmp 「 o . sa/doc 

I ESMPRO/ServerAgent の他にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）も自動的にインス 

しヒント] 卜ー ルされます。 

n-O シリアル接続の管理 pc から設定作業をする場合は、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始する前に環境変数 「LANG」 を 「C」 に変更してください。デフォルトのシェル環境の 
場合は以下のコマンドを実行することで変更できます。 

# export LANG=C 
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